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家庭における洗濯の実態調査

　　　　　　　　　日本女大家政　○増子富美　大河内文子　中西茂子

【緒言】1987年４月に超小型化洗剤が発売され、また、洗m機の大型化、センサー式洗濯

機の登場、全自動洗濯機の普及など家庭洗濯をとりまく状況は変化してきている。そこで、

家庭における洗濯の実態を把握するために大学・短大生・主婦などを対象としてアンケー

ト調査を行った、

【方法】アンケート調査は、1989年７月から9月にかけて学生・主婦など女性440人余り

に対して行った。年齢は18～56才にわたり、その主な構成は、学生37％、専業主婦25 ％で

あった。住居地は全国にわたった。設問内容は、洗濯回数、使用水、全自動洗濯機の使用

状況、使用洗剤、洗濯仕上げ剤、落ちにくい汚れなど｡である。

【結果】超小型化洗剤の普及はめざましく、使用者は77％に達している。従来の洗剤より

も汚れがおちると感じている人は4 0 %と低く、使用理由の第一は持ち運びが便利、置き場

所に困らないという手軽さであった。

　全自動洗濯機の使用者は4 1 %と、全国平均にほぼ近い。購入時期については、5 1 %の人

が1985年（昭和㈹年) 以降に購入しており、ここ4～5年で急激に普及していることが明

らかになった。洗濯は水道水で行っている人が60％と意外に多く、これは調査時期が夏期

であったことなどの理由が考えられる。しかし、酵素配合の超小型化洗剤は実際に洗浄実

験を行って確認したが、低温での洗浄力は低く問題ではないかと考えられる。また、落ち

にくい汚れとしては靴下の汚れ、油汚れなどをあげる人が多かった。

D 70 顔垢の繰返し洗濯における温水洗浄効果について

　　東京ガス㈱　商品開発部　　杉山　淳子

　〔目的〕近年、家事の合理化傾向が強まり。家庭洗濯では全自動洗濯機の普及がめざまし
い。反面、給水直結型の全自動洗濯機の通常洗濯では。ひどい汚れをおとしきれず、つま
み洗い・つけ置き等に頼っているのが現状である。より少ない手間と短時間でできる家庭

洗濯実現のため。温水洗浄をとり入れた合理的な洗濯方法を明らかにすることを目的とし
て検討を行なった。

　〔方法〕試験布として、縫いあわせた２枚の綿布中央に顔垢をこすりつけた油脂系天然汚
垢布を使用した。汚染後２枚の布に分離して市販の全自動洗濯機で市販のコンパクト洗剤

を用いて洗濯し。その洗浄率を洗浄前・後の綿布の反射率より求めた。測定後再び２枚の
布を縫いあわせ、同一サンプル提供者が再汚染し洗濯する作業を１０回繰り返した。１０
回の洗浄率の変化から温水洗浄効果を検討した。

　〔結果〕①１回の洗濯では洗浄力に差がでない実験項目間でも、繰返し洗濯をすることに
よって洗浄力の差を明らかにすることができた。②繰返し洗濯回数が増すにつれて綿布へ
の残留汚垢量は増加する。③AQV.洗濯は151C洗濯に比／くて１回ごとの残留汚垢量は少なく。
洗濯回数が増す程洗浄率の差が大きくなる。④40iC通常洗濯に比べて、市販の濃縮液体洗
剤を部分汚れに塗布する等の手間＋4o℃洗濯はさらに洗浄効果がある。⑤つまみ洗い・濃
縮液体洗剤塗布後に15℃・AOV.で通常洗濯した場合を比較するとAo℃の方が洗浄率が高い。
　今後、油脂系の汚れの洗浄効果を高める温水洗濯を上手にとり入れた洗濯方法の提案が
必要であると考える。


